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 平成２４年度横三ブロック研修会が、１２月２日

（日）横須賀市西体育会館で行われました。当日は、

肌寒い天候でしたが、横三ブロックのスポーツ推進

委員７０名が集まり、熱心に研修会が行われました。 

開会式では、横須賀市スポーツ推進委員協議会の

武会長、開催地を代表して横須賀市教育委員会永妻

教育長から歓迎の挨拶がありました。 

研修は、ソフトバレーボール（横須賀市スポーツ

推進委員協議会担当）を実施しました。 

横三ブロック研修会では、ここ２・３年ニュース

ポーツを大会形式で実施し、ニュースポーツの魅力

を感じて戴くような形をとってきています。 

大会終了後には表彰式を行い、上位チームに賞品

が授与されました。ちなみに優勝チームは横須賀名

産猿島チップスで、副賞として、各市・町に「おっ

ぱまワイン」が渡されました。最後に、研修会の開

催にあたってご尽力いただきました皆様に感謝申

し上げます。 

 

 

 

副会長 石川 輝雄（森崎） 

 

 

 

 ２０１３年１月２０日、恒例の三浦半島県下駅伝

競走大会が天候にも恵まれ、開催されました。 

横須賀アリーナ前からスタートし、５区間・全長 

３６．９ｋｍを各チームが襷をつなぎ、ゴールの横

須賀総合高等学校グラウンドまで競いました。 

スポ推委員も多数走路員として参加し、各地点で

ランナー・見物者の安全と、競技がスムーズに進行

できる様に協力しました。 

今年は残念ながら、横須賀市Ｂチーム・三浦学苑

高等学校チームが棄権。三浦学苑は昨年高等学校等

の部で優勝しているだけに、悔しい思いだったこと

でしょう。ランナーにしては少し気温が高かったか

もしれませんが、風も強くなく、絶好のコンディシ

ョンの中、市町村の部では横須賀市Ａ、高等学校等

の部では横浜高等学校が優勝しました。 

毎年思いますが、走路員としてランナーを見守っ

ていると、「なぜこんなに速く走れるのだろう？」

と感じます。練習はもちろん、メンタル面も鍛え上

げる選手の皆さんには驚かされます。 

何が起こるか分からない駅伝種目。正月明けの箱

根駅伝でも今年は風の影響から低体温症で途中棄

権のチームも出ました。来年はどのチームが栄光の

ゴールテープをきるでしょうか。 

  

 

 

 

 

 

 

広報部 部長 原 暁彦（長浦） 
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１月２１日、恒例のスポーツ推進委員新年懇親会が、

ホテルハーバー横須賀にて開催されました。参加者

は、スポーツ推進委員：３０名、スポーツ課職員：

３名、顧問：２名、来賓：吉田市長、永妻教育長の

総勢３７名でした。 

はじめに永妻教育長から言葉をいただき、中村顧問

の乾杯の音頭で、宴は和やかなうちに始まりました。 

スポーツ推進委員はランダムに配置され、各部会

で開催している行事、催し物などを紹介しあい情報

を交換し、交流を深めました。吉田市長は、途中か

らの参加でしたが、多くのスポーツ推進委員と交流

され、また親しく交流されているスポーツ推進委員

との会話も弾み、予定以上の時間を過ごされました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記事・ 広報部 新堀 邦明（富士見） 

写真・ 広報部部長 原 暁彦（長浦） 

２ 

吉田市長のご挨拶 

汐入学区にお邪魔しました！ 

 広報部では、不定期ですが、皆さんの学区へお邪

魔して、地域色のあるイベント等も取材させていた

だきます。今回は２月１７日（日）に 

行われた、汐入学区の 

ボウリング大会です。 

老若男女が８２名、 

元気な皆さんが集まり、 

２ゲーム制で競い 

合います。体育振興会 

の運営も手際良く、地域交流 

のお手本のようでした。参加者の 

笑顔で帰る姿をみると、大会が大成功だったと 

思えるものでした。  広報部 部長 原 暁彦 

８２名も集まりました 

景品も多数です！ 



  

 

 ♪まさかり かついだ 金太郎・・・・・・で名

高い南足柄市の南足柄市文化会館（金太郎みらいホ

ール）にて、平成２４年度神奈川県スポーツ推進委

員大会が、県下各地より１０２５名の参加を得て盛

大に開催された。横須賀市からの参加は２９名。 

南足柄市の所属する「西湘地区」は、秦野市・平塚

市・小田原市・南足柄市・中井町・二宮町・大磯町・

開成町・湯河原町・真鶴町・箱根町・大井町・松田

町・山北町の４市１０町から成っている。 

大会は、相洋高等学校の和太鼓部による大太鼓・

小太鼓等、大人数での迫力あるズレない息の合った

演奏と、繊細な横笛の音色の素晴らしさで、日本人

の魂を呼び覚ますほどの感動を、会場いっぱいにも

たらす事からはじまった。 

当和太鼓部は、平成１３年度「第２５回全国高等

学校総合文化祭（福岡大会・郷土芸術部門）にて、

全国準優勝（優秀賞・文化庁長官賞）を受賞以来、

全国優勝１回、県最優秀賞６回の素晴らしい成績を

おさめている。  

 

 

 

 

 

 

 

続いて莊司 德行神奈川県スポーツ推進委員連

合会副会長の「開会のことば」、柴田 武志 同会

長の「主催者挨拶」となった。 

加藤 修平南足柄市市長からは「歓迎のことば」

を、山本 博神奈川県教育委員会教育局副局長から

は「祝辞」を、共に心のこもったスポーツ推進委員

への労いのお言葉であった。 

功労表彰では、２２７名が受賞し、次に県連合会

に功績のあった８名の方々に感謝状が授与された。 

その後、文部科学大臣賞が８名の方々に授与された

後、南足柄市スポーツ推進委員の加藤 晴彦氏が受

賞者を代表して謝辞を述べた。 

 

 

 

 基調講演は、尾崎 好美氏（第一生命女子陸上部）

と、ＦＭ小田原放送局の鈴木 伸幸氏との対談方式

で主題を「笑顔」として行われた。尾崎氏は、アト

ラクションの和太鼓演奏した相洋高等学校のご出

身で、そこで初めて陸上競技を始め、当校卒業後、

第一生命に入社と同時に当該陸上部に入部し、平成

２０年３月、名古屋国際女子マラソンで初マラソン

にもかかわらず、いきなり２位となり、同年１１月

の東京国際女子マラソンでは、初優勝の快挙を遂げ

た。その後、横浜国際女子マラソンで優勝するなど、

数々の国際大会で立派な実績を重ねて来られた。 

 主題の「笑顔」について内容を要約すると、「練

習中でもレース中でも、きつくなると苦しい顔をし

てしまう。そうなると身体も動かなくなってしまう。

笑顔でいると自然と気持ちがリラックス出来るか

ら、身体から無駄な力が抜けると云う思いがある。

苦しい顔は、見ている方もあまり良い気分ではない

という事もあって、苦しい時はあえて笑顔を心掛け

ていようと思う。」とのことであった。前向き、プ

ラス思考、肯定的、ポジティブ等、世の中いろいろ

云われるけれど、共通するのは、みな笑顔なのかも

知れません。 

結びに、土田 芳平神奈川県スポーツ推進委員連合

会副会長の「閉会の辞」で本大会をしめくくった。 

広報部 臼井 喜八郎（森崎） 

 

平成２４年度 神奈川県スポーツ推進委員大会（南足柄市） 

３ 

功労者表彰者（横須賀市） 

布野 勝彦・迫田 美代子・青田 美紀子 

加藤 豊・戸谷 烈火・斉藤 光夫 

鈴木 文義・外山 悟・小山 哲史 

雲井 宏尚・佐藤 晶・渡邊 昇 

池野谷 治明・木村 靖彦・黒沢 士郎 

永島 昭・荒井 正起・佐藤 則仁 

椚 芳彦・尾崎 末美 （敬称略） 

おめでとうございます。 

尾
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横須賀市初、２月１６日にスポ推委員３８名の勇姿が、学校体育授業サポート講習会に臨みました。 

伊藤課長より「本講習会の意義」について、又、スポーツ基本法が施行、基本計画が策定され「学校の体

育に関する活動の充実」が掲げられ、今回の講習会開催に繋がったとの説明がありました。 

学校体育と地域スポーツとの連携をしていくのが、スポ推委員だと考えていると、励ましとも、思い重圧

とも考えさせられる講座がありました。前島指導主事により「体育授業のガイダンス」の座学を受け、今の

小・中学校の実態を知る事となります。体力・読解力・社会性が低下しており、昔と今とは異なるとの話に、

サポート授業の必要性を痛感しました。その後、実際を想定した「サポート内容の具体例について」の実技

となり、スポ推委員の名を恥じる事になります。かなりの方々が、こんなはずでは無い・・・と感じたと思

います。体が硬い、マット上での「ゆりかご」からの直立が出来ない。 

跳び箱への両足踏み切りが、間々ならない。動きが、ぎこちない。 

“昔の栄光は、遠い過去”出来る事といえば、マット、跳び箱等々の準備と 

お片づけくらい・・・かな。 

まてよ？ 担任の先生との会話力、協調性は、持っているつもりです。 

講師陣のお褒めの言葉とお世辞を真に受け、どこまで出来るか、 

何が出来るか、推進委員の役割を考えつつ、ひとまず 

やってみようと思いました。小学生諸君、待っていて 

下さい。初老の爺さんの底力を見せてやる！！ 

Keyword 

・ 学校体育サポーター 

・ 学校体育コーディネーター 

・ ティームティーチング 

・ スポーツ推進委員ならでは 

・ 横須賀市だからこそ 

 

 

記事・ 広報部 本橋 義宏（豊島）    写真・ 広報部副部長 金森 由香里（追浜） 

 

４ 

学校体育授業サポート講習会 

横須賀市スポーツ推進委員協議会ホームページ 

http://sukataishi.jp 

常時更新しております。是非アクセスして下さい。 

お知らせ 

 ２４年度も終了となります。２５年度には新任

のスポーツ推進委員の方もいるかと思います。 

例年通り、２５年度も学区別名簿・写真を作る

予定です。各地区での総会や、集まりやすい日を

選んで、早めにメンバー全員の写真が撮れると製

作も早くなります。是非ご協力下さい。 広報部 

 

編集後記 

今年も色々なイベントに参加しました。 

もし皆さんの中で、参加した模様を写真（ＣＤ） 

で欲しい方は、広報部にまでお知らせ下さい。 

 

http://sukataishi.jp/

